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青島日本人学校の実践



青島日本人学校の日本語指導

①課外の日本語教室

②個別の日本語指導

③在籍級での日本語指導

④全学年でのバイカルチュラルの視点
からの教科指導



①日本語教室

・小学部1年生
・毎週金曜日（課外・４５分間）

＜開設するにあたって＞

入学前に日本語指導が必要な児童の
保護者と相談。入学直後に日本語教室
での学習を開始。



1学期（4月～７月）：生活に必要な日本語
⇒一日も早く周囲とコミュニケーションができるために必要な語彙を中心に学習

毎週金曜 学習内容 教材

１ ４／１９ ぼく・わたし おひさま（はじめのいっぽ）

２ ４／２８ かぞく おひさま（はじめのいっぽ）

３ ５／５ いろ・かたち① おひさま（はじめのいっぽ）

４ ５／１０ いろ・かたち② おひさま（はじめのいっぽ）

５ ５／１７ ごはん・おやつ① おひさま（はじめのいっぽ）

６ ５／２４ ごはん・おやつ① おひさま（はじめのいっぽ）

７ ５／３１ やさい・くだもの おひさま（はじめのいっぽ）

８ ６／１４ せいかつ① おひさま（はじめのいっぽ）

９ ６／２１ 4月～６月の復習

１０ ６／２８ せいかつ②・どうぶつ おひさま（はじめのいっぽ）

１１ ７／５ はな・き、きせつ おひさま（はじめのいっぽ）

１２ ７／９ いたい 日本語学級①

１３ ７／１２ わすれた、かして、ありがとう 日本語学級①

１４ ７／１９ 1学期の復習



実践例１:  「いろ・かたち」 の学習（5/10）

①「いろ」の名前を確認する。

②カルタで楽しみながら「いろ」の名前を覚える。

③教師が発した色を塗る活動。

① 「いろ」の名前の確認 ②カルタを通して、繰り返し「いろ」の名前を聞く,話す

③教師が発した言葉を聞きとり、語彙の定着を確認



２・３学期(８月～１月）⇒教科内容の先行・補充学習

毎週金曜 学習内容 教材

15 ８/23 これ・それ・あれ・どれ① 日本語学級①

16 ８/30 これ・それ・あれ・どれ② 日本語学級①

17 ９/6 ～は（イ形容詞）です こどものにほんご①

18 10/11 くじらぐも 教科書（こくご）

19 10/18 ～が あります/います こどものにほんご①

20 10/25 助詞の用法 こどものにほんご①

21 11/15 じどう車くらべ 教科書（こくご）

22 11/22 日づけとよう日、おおきいかず 教科書（こくご・さんすう）

23 11/29 日づけとよう日②、数え方 教科書（こくご・さんすう）

24 12/6 たぬきの糸車 教科書（こくご）

25 12/13 たぬきの糸車② 教科書（こくご）

26 1/10 どうぶつの赤ちゃん 教科書（こくご）

台北の実践を
参考にしなが
ら取り組んで
います



ひづけ

「たぬきの糸車」
カルタを使って語彙を確認し
ています。

「おおきいかず」
iPadを使って、１０ずつ囲みまし
た。１０のまとまりを理解すること
ができました。
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実践例２:  「じどう車くらべ」 より（11/15）
～日本語教室の様子（動画）～



★2年間の個別指導で気付いたこと（小１）

• 4月～１０月は吸収する時期。
• 11月以降に、たまった水があふれだすかのように、
急激に発話量が増える。

【A児童の例・１１月】
音楽の授業中、 周囲の子どもたちがＡ児童に
中国語で教師の指示を通訳した。 それに対し、
「わたし わかる！」と怒った。

⇒この日まで、ほとんど進んで日本語で発話するこ
とがなかった。 この日を境に、表情が明るくなり、
発話が増えた。



②個別の日本語指導(取り出し）

※週1回、個別の取り出し指導を行っている。
（今年度は2名の生徒が対象）

★中1（1名）→毎週金曜日
⇒在籍級は学活の時間

★中2（1名）→毎週火曜日
⇒部活動の時間



中1男子の指導記録より
特に理科と社会への困り感が強
いため、担当はできるだけ在籍
級の授業を見に行き、個別指導
の時間に支援している。



③在籍級での日本語指導



★在籍級担任が心がけていること
（ポイントと成果）

・掲示物の作成

・音読指導

・動作化

・動画や写真の利用

・作文指導

・曜日や月日の言い方

ポイント



音 読
ほとんどつかえることなく、初めて見る文章でも正しい発音で
音読することができる。

発 話
①教科書の物語文や説明文の理解ができている。
②言葉による置き換えが可能（「えものをとる」⇒「かりをする」）
③物語のすきなところを日本語で言ったり、中国語で説明したり
することができている。

④学校からの連絡を、家族に中国語で説明できる。

作 文
簡単な文章を作文することができる。

成 果



④バイカルチュラルの視点からの教科指導

本校の中期目標：
「多様性を理解し、自他を尊重しながら切磋琢磨する児童生徒の
育成」

バイリンガル・バイカルチュラル人材育成のために

児童生徒が中国や青島での生活や学習を通して

★世界には多文化・多言語・多様な価値観があることについて理解する
★日本の習慣・文化・伝統との比較、検討する

物事を多面的・複眼的に捉えることができる児童生徒



★各教科の取組

二胡の演奏（音楽科）

芝麻球（ごま団子）づくり
（中国語）



中1社会（地理）の実践から
「世界から見た日本の自然環境」

二つの文化を持つ生徒は、

☆川の写真を見て、「長江！」「黄河！」
と、すぐに反応があった。

★今後は単語で終わらせずに、思いや
考えを短い文章で言えるようにしたい。



おわりに
今後も多方面から日本語指導にあたり、

教職員全員でバイカルチュラル人材の育成

に取り組んでいきたいと思います。


